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　日本では、大学の内部使用研究費の内、機器等の
購入に使用した費用は、2013 年科学技術研究調査報
告4）によると 2196.3 億円（2012 年）であり、これは
大学の内部使用研究費の 6.2% であった。一方、米国
では、大学において機器等の購入等に使用した費用
は、Science and Engineering Indicators 2014（国立
科学財団National Science Foundation： NSF）5）に




















































の 先 端 研 究 機 器 を 集 積 し た 4 つ の 共 用 施 設
（Fluorescence activated cell sorting （FACS） 
facility, Cell sciences imaging facility, Protein 











②材料科学工学科の Center for Magnetic Nanotech-
nology










様々なレベルで 20 ～ 30 の共用施設が存在する。
① Beckman Center の先端研究機器共用施設
　医 学 部 キ ャ ン パ ス に あ る Beckman Center
出典：参考文献 4 の個票を基に SciSIP 室にて作成
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　UCSB（University of California, Santa Barbara）
の知的財産管理組織（The UCSB Oﬃ  ce of Tech-









facility, Computing, Energy Research facility, 
Microscopy and Microanalysis facility, Polymer 
Characterization facility, Spectroscopy facility, 



















り、2011 年度の利用者は 160 ユーザ（内、企業
は 10 ユーザ）で、Microscopy and Microanalysis 






　幹細胞生物工学センター（Center for Stem 



















　UNM（The University of New Mexico） は、 学
内に多くの研究機器等の共用施設があるが、学部生
や大学院生に対する教育目的の施設が主である。
①Center for High Technology Materials








































































































を 2004 年から開始し、現在、全米に広がる 14 大学
のナノテクノロジー関連の先端研究機器の共用施設
を支援している（2015 年 8 月終了予定）16）。年間予





と し たMRSEC（Materials Research Science and 
Engineering Centers）プログラムを 1994 年から
開始しており、この中で共用施設の整備の支援も
している。現在 26 大学が支援されており、2014 年
度の予算は 2500 万ドルである（7-10 件採択予定）。
このMRSECプログラムで支援された共用施設は、














科 学 技 術 動 向　2014年 7・8月号（145号）





ている。予算は、2009 年からの 2年間はAmerican 
Recovery and Reinvestment Act （ARRA）による
National Center for Research Resources（NCRR）
からのファンドを利用し、現在はHarvard Clinical 
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